
      

 

 

 

「古代の独楽
こ ま

づくり」について 

 

石川県埋蔵文化財センターでは「古代の独楽
こ ま

づくり」を下記のとおり実施します。 

 

記 

 

１ 趣  旨   独楽
こ ま

は、古くは古墳時代後期の南滋賀遺跡（６世紀後半～７世紀前

半）から出土しています。 

また、当時は単なる「遊び」の道具ではなく、厄
やく

をはらうといった

「まじない」的な性格を持っていたと考えられています。 

体験では、鞭
むち

を使って回す「叩
たた

き独楽」を製作し、実際に使うこと

を通じて「遊び」の歴史と文化について理解を深めることをねらいとし

ています。 

 

２ 内  容  ① 木材を加工して独楽を製作するとともに、布と棒を結び合わせて独

楽を叩いて回す鞭
むち

の製作を行います。 

        ② 体験時間は、約６０分程度です。 

                ③ 製作品は当日持ち帰ります。 

 

３ 期  間  令和６年１月４日(木)～１月１４日(日) 

受付時間： ９：００～１６：００ 

 

４ 会  場  石川県埋蔵文化財センター 体験工房（金沢市中戸町１８番地１） 

 

５ 対  象   小学校３年生以上を対象とし、小学校３、４年生は、保護者と共同

で製作します。 

 

６ 応募方法等  事前申込みは不要で、費用は無料です。 

【問い合わせ先】 

石川県埋蔵文化財センター 普及啓発担当 

電話：０７６－２２９－４４７７ 

 

７ 実施機関  石川県教育委員会・(公財)石川県埋蔵文化財センター 

令和５年１２月２１日(木)１０時 

石川県教育委員会事務局文化財課 

担当者 能村 

（埋蔵文化財センター駐在） 
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